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石川県初記録となるクロマダラタマムシの採集記録と一知見

井村正行・中西重雄・松井正人

加賀市下福田において採集したエノキの衰弱枝より、クロマダラタマムシを得たので報

告する。

クロマダラタマムシ (E.Saunders)Nipponobuprestis querceti

１９９７年５月 ３日 １頭 材内より死骸を発見

１９９７年５月 ７日 １♂ 羽化脱出

１９９７年５月１２日 １♀ 羽化脱出

１９９７年５月１２日 １頭 材内より死骸を発見

エノキの衰弱枝は、胸高直径が60cm位の生立木の高さ６ｍ位の所にあって横に張り出し

ていた。直径は20cm位で幹から120cm位の所で先が欠損し、半面は樹皮が無く食材性昆虫

によると思われる食害によりえぐられた様になっていた。クロマダラタマムシの食痕は、

幹に近い部分の比較的堅めの樹皮の欠損部に見られ、枯死部と生木部の境を食している様

、 。 、で 蛹室もこの部分に見られた 蛹室は枯死部の表面から５mm～10mm位材部に入った所で

木目に沿って作られていた。この枝の先端部分は腐朽がかなり進んでいて、クワガタムシ

の幼虫が６頭、タマムシの死骸が10頭程、タマムシの終齢幼虫が３頭見付かり、７月１日

１♂、７月12日１♀とタマムシも羽化脱出している。

本属のタマムシは大型の美麗種で日本には２種が産し、共に西日本を中心とした分布形

態をしていると言われている。昨年は、アオマダラタマムシ（ ）が小松市の丘N.amabilis

陵地でソヨゴの立枯木や衰弱木等より多数が採集されたが、残る１種のクロマダラタマム

シはホストがエノキにもかかわらず分布が局地的で稀な種と言われ、本県では未確認だっ

た。そこで筆者らは、富山県で本種が採集されている場所を観察した後、石川県での採集

を試みるべく、県内各地の大エノキを中心に調査していた。

《いむら まさゆき 〒920-01 金沢市湊２－１１６－７０》

《なかにし しげお 〒 921 金 沢 市 法 島 町 ９ － ４ ９》

《まつい まさと 〒920-01 金沢市大場町東８７１－１５》

３１年ぶりのオオムラサキ

31年ぶりに山中町でオオムラサキが採集された。山中町の記録は、富沢 章氏の

1966年が最後のものだったが、あっさり地元の人に塗り替えられた。

オオムラサキ １９９７年７月１８日 山中町薬師 １♂ 田向 洋
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日 尾 池 探 訪

西 原 昇 吾

筆者は、1997年５月18日に金沢市犀川上流部旧日尾地内の日尾池とその周辺の池を、同

行者５人と訪れたので報告する。

日尾池とその周辺の二の池、三の池、カラ池などの池群はかねてよりミツガシワのある

高層湿原として知られていたが、事実上｢幻の池｣といってよく、そこでの昆虫相に関する

記録はほとんど知られていない。今回運良く上記の４つの池群およびその他の４つの池、

湿地を発見することができ、網を入れることができた。

日尾池は、周囲80ｍ程の里芋の形をした池であり水深は深くても２ｍ位で、フトヒルム

シロが繁茂しており クロサンショウオ イモリ モリアオガエルといった両生類がひじょ、 、 、

うに多い。水生昆虫は、アメンボ、クロズマメゲンゴロウ、キベリヒラタガムシ、マツモ

ムシが見られた程度で、トンボ類も池の大きさの割には少ない。二の池、三の池、カラ池

は、ミツガシワが群生しており、既に一部は開花していた。このような高層湿原、池塘は

貴重なものであり、一見する価値は十分にあると思われるが、昆虫類は日尾池と同様で、

他にネクイハムシ類が見られたくらいである。また、この付近の植生は、ブナ、ミズナラ

林で、ユキツバキの潅木が密生していた。

我々のたどったルートは、犀川沿いの旧日尾集落のあったところから標高差 400ｍ程を

登るものであったが、湯涌から畠尾を経て吉次山ピーク付近まで車で行き、吉次山から尾

根伝いに行くルートが整備されている様なので、そちらから入る方が遥かに楽であろう。

最後に、日尾池へのルートなどの情報をいただいた栂 典雅、松井正人の両氏に厚くお

礼申し上げる。

《日尾池周辺の昆虫》

アメンボ、

ヒメアメンボ、

ミズスマシ、

マツモムシ、

キベリヒラタガムシ、

マメゲンゴロウ、

、クロズマメゲンゴロウ

ホソクロマメゲンゴロウ

《にしはら しょうご 〒920 金沢市大手町7-11 レイクランド大手町108号》
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石川県のシジミチョウ ５

松 井 正 人

前回（NO.126 JUN.1997）に引続き、石川県のシジミチョウについて紹介する。

同産地のデータは最も新しいものを採用し、メッシュ分布図は国土地理院発行の５万分の

１の地形図を16等分して用いた。
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1996年ゴマシジミ採集記 ３．中国編

勝 海 雅 夫

８月17日午前２時に、京都は宇治のＴ氏宅で待合せ。17日、18日両日お供させていただ

くＴ氏とは、草津転勤の平成４年の夏にキマダラルリツバメの山科で知り合ってから、家

族ぐるみの付き合いをしている。飛騨のギフチョウの奥深さや、能勢(大阪府)のギフチョ

ウ、キマルリなどもご指南いただいたりと、公私ともに色々と学ぶ所が多い御仁である。

《蒜山のゴマシジミ》

中国自動車道の落合Ｊ・Ｃから米子自動車道に入り、蒜山高原サービスエリアに着 い

たのが朝露濡れる５時30分。少し仮眠をとってからポイントに向かうことにした。蒜山Ｉ

・Ｃを下りて岡山県真庭郡川上村周辺でゴマを捜すことにする。川上村周辺でのポイント

としては天王、上徳山、中福田、湯船、上湯船などで、八束村周辺では戸谷、馬橋、下長

田、宇田、犬挟峠などが挙げられる。いずれも山地の草付き斜面で、本来なら各産地を回

りたかったが、時間の都合で蒜山Ｉ・Ｃにほど近い天王で採集することにした。川上村か

ら江府町に向かう国道482号線の両側に低い山並みが連なっており、カシワ、コナラなど

、 。がパッチ状に残っていたり 山全体が草地になった急斜面の所々にカシワが点在している

国道の両側にも発生の多少はあるが、ゴマシジミは生息している。ただし、かなりの急斜

面なので、目撃個体と採集成果とは必ずイコールにはならない。午前７時30分当りから、

ワレモコウの間をポツポツと飛び出し始め、８時を過ぎると活発に飛び出した。台風が過

ぎたこともあり、♂はかなり傷んだ個体も見られるが、♀は完全個体が交じっていた。時

。 、 。 、期的には少し遅いようである ベストは 例年だと８月５日～10日が良いと思う やはり

今年は発生が遅れているので、ダラダラ羽化している。個体は明るいブルータイプで、前

翅表面の黒点が横に流れて発達する個体が10頭に１頭位で見られ、次に行く大山でも同じ

ようなタイプが採れるのは興味深い。

《大山のゴマシジミ》

午前中で川上村のポイントを引上げ、鳥取県日野郡溝口町桝水ケ原スキー場ポイントへ

と転戦した。スキー場と聞くと、炎天下で胸まであるススキを掻き分け汗だくでネットを

振る光景を連想しがちだが、現地は勇壮かつ荘厳な伯耆大山のふところに位置するので、

避暑やパラグライダーを練習する人々で賑わっており、リフトが動いている 「リフトを。

利用すれば簡単にダイセンシスが手に入るよ」と横でＴ氏、さらにもう一言「午前中に人

がさらっていたら数は期待できないよ と 正面のゲレンデに目を凝らすと 左の奥でネッ」 。 、

トを振っている採集者がいるではないか。早速リフトに乗って、いざ出陣。リフトの両サ

イドにも結構ワレモコウが自生しており、何気無く目を向けると♀のゴマがワレモコウで

吸蜜している。それも大型の♀である。無情にも、リフトは私を乗せて上がっていくので

。 、 。あった リフトには観光客が大勢乗っていて 飛び降りる訳にはいかず歯痒い思いをした
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リフトを降り、左手斜面からビーティングし始め、まず１頭が飛び出し難なくゲット。リ

フトを３度利用し満足のいく結果が得られたが、やはり山側の斜面のほうが数は多いよう

である ゴマ以外の蝶は ミドリヒョウモン ウラギンヒョウモンぐらいしか見かけなかっ。 、 、

、 、 。たが ここではミドリヒョウモン♀の黒化型が採れているので チェックする必要がある

最近はヒョウモン類をチェックしていて、飛び方の違いですぐ分かる。

《新見のゴマシジミ》

溝口町からは、国道181号線で日野町を経て岡山県新見市に向かうコースをとった。日

野町から新庄村へ向かい、野土路や181号沿線で黒化型のゴマを狙うコースもあるが、新

見の方が確立が高い。産地は千屋花見、千屋井原があり、少し足を伸ばせば大佐町へも行

ける。まず日野町門谷でＴ氏がゴマ１♀をゲット、新見市に入って千屋花見で羽化したて

の１♂を私がゲット。続く千屋井原では２人で３♂１♀をゲットし、大佐町では３♂２♀

をゲット。貧果ではあるが、各産地とも顔は「ええもんです 。」

最近、村営温泉ブームで千屋花見にも立派な温泉が最近できており、当然のことながら

一風呂浴びて、本日の成果に生ビールで乾杯したのは言うまでも無い。本日納竿。

《東城のゴマシジミ》

翌18日も朝から暑い日差しが照り付けていた。新見Ｉ・Ｃから東城Ｉ・Ｃへと車を走ら

せた。今日のポイントは、広島県比婆郡東城町福田、夏森のゴマを捜す事。東城Ｉ・Ｃを

下りて、国道314号線を島根へ向けて10km程走り、槇が峠を過ぎて左に折れ、川鳥を過ぎ

柳田の二又を右に進み１km弱で福田に着いた。田圃の畦に自生するワレモコウを探せば、

ラージブルーのゴマが見付けられる。しかし、お椀を伏せたようなこんもりとした草地に

案外ワレモコウが多かったので、｢よっしゃ！｣と踏み込むと既に踏み跡があり、叩けど憧

れのゴマは飛び出さなかった。30分経って切り上げようかとしたところで、小さめのゴマ

１♂完品をゲット。このポイントでは欲を出さず、早々に切り上げて他を回る事にした。

山手にある田圃か畑の山側1.5ｍ位のススキ原がポイントで、こんなところにポツポツと

ワレモコウがあれば、ゴマは少なからず発生している。こんな所を11時頃まで探し、２人

で３♂２♀と少なく、やはり昨日人が入っているようだ。ここのゴマの顔は、比婆郡高野

町産に比べて黒斑の発達が悪い明るいタイプで、神石郡豊松村タイプに似ている。

午後からは、大型で明るく後翅の黒い外縁に薄く白班が点状に並ぶ個体が見られる、神

石郡豊松村に向かった。山梨県明野村産も、大型で明るいラージブルーではあるが、後翅

のブルーに黒い外縁が波状に入る。豊松村の各産地は上豊松、仙養ケ原、父賀、下豊松、

平佐、有賀など、神石町は福永、三和町は、高下田、宗兼、広石など、油木町は花済、安

田などがある。1994年は８月16日には66頭と好成績だったが、今回は２人で25頭に終わっ

た。お盆のラッシュに巻き込まれないように、夕方早めに切り上げ家路についた。

《かつみ まさお 〒525 草津市西大路町4-32 ｸｻﾂｳｴｽﾄﾛｲﾔﾙﾀﾜｰ1005》
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